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なぜ「救急の日」なの？って思う方いますよね？それは「9（きゅう）9（きゅ

う）」という語呂合わせから来ているんですよ！とは言うものの救急に関する知

識や意識を高めるために、救急の日には何をしたらいいのでしょうか。その疑問

に答えるために、救急についてもっと多くの人に知ってもらおうというのが、救

急の日に行われるイベントです。 

毎年９月９日当日を含む１週間を「救急医療週間」と定め、救急救命への理解

を深めるためのイベントが各地で催されます。今年もまた全国各地で、救急救命

活動についてのライブトーク、子どもへの簡単救命講習、心肺蘇生コンテストな

ど行われる予定です。過去には、「減らせ突然死プロジェクト」による心停止か

ら生還した方のライブトークなどが行われ、日ごろあまり救急救命になじみの

ない人々にとっても救急救命について改めて考える機会を与えるイベントが行

われました。 

一般的に難しいと思われている救急救命の知識を、多くの団体や企業がこのよ

うなイベントを通して人々にとって学びやすい環境を提供し、さらに特別な記

憶として体験させ、救急救命の知識の普及になるように努めています。 

 次項で救命活動の例をご紹介しますので、参考にして下さい。 

 

裏面へ 



                          参照 東京消防庁ＨＰ 

AED が到着 

 

 

 

 

 

 

 

電極パットを胸に貼る     電気ショックの必要性 

                   はＡＥＤが判断する 
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